
学校番号  2004    

平成 31 年度 音楽科 

 

教科 芸術 科目 音楽Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 高校音楽 Ⅰ 改訂版 Music View (教育出版) 

副教材等 自主教材プリント 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

 

 

 

３ 学習評価（評価の観点の趣旨） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

・「歌うこと」「楽器を演奏すること」「音楽をつくること」「音楽を聴くこと」の４つの分野を年間

通して学習します。 

・音楽がどのように形づくられ、そしてそれをどう感じて表すのかについて学習を進めていきます。友

だちとともに音楽を分かち合い、音楽を通して様々なことを学んで行きましょう。 

・歴史的、文化的背景などの広い視野で音楽を捉えることで、音楽文化の理解を一層深めていきます。 

・日本の伝統楽器である和楽器の授業では沖縄の「三線」を実際に演奏して学びます。 

・実技テストは授業中に発表形式で行います。お互いに聴き合うことで他人の表現を知り、刺激を受け、

受け止めることで感性を広げていきましょう。 

音楽の幅広い活動を通して、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、

創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、音楽文化についての理解を深める。 

 

楽曲の曲想や背景との関わり、曲想を生

み出している音楽的な特徴に関心をも

ち、演奏したり鑑賞したりする学習に主

体的に取り組もうとしている。 

評価方法……観察 

        演奏発表 

a:音楽への関心・意欲・態度 b:音楽表現の創意工夫 

c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

楽譜に書かれていることをそのまま再現

するように演奏するだけでなく、表現し

たい音楽のイメージを膨らませながら、

楽曲にふさわしい音楽表現を工夫し、思

いや意図をもって演奏する。 

評価方法……観察 

        演奏発表  

創意工夫を生かした音楽表現をするため

に必要な技術を身に付けるとともに、創

造的に表現に結び付けて演奏する。 

 

評価方法……演奏発表 

        ワークシート 

様々な音楽を聴き、それぞれの音楽がも

つよさや美しさを味わう。文化的・歴史

的背景などの特徴から音楽に対する理解

を深め、よさや美しさを創造的に味わっ

て聴く。 

評価方法……観察 

          ワークシート 

         鑑賞の記録 



４ 学習プログラム（年間学習指導計画）       ★学習が終わったところで自己評価しよう！ 

A…達成した B…概ね達成した C…課題を残した D…多くの課題を残した 

学 

期 

単元 

（学習項目） 
学習内容 

自己 

評価 

主な評価の観点 単元の評価基準 

（生徒の到達目標） 

評価方法 

ａ ｂ ｃ ｄ 

１
学
期 

歌唱 

「校歌」 

「世界に一つ 

だけの花」 

「少年時代」 

（斉唱） 

「Believe」 

「手紙」 

「君をのせて」 

(２部) 

基礎的な発声法    ○  a 歌詞の内容と、音楽を形づ

くっている要素との関わり

に興味・関心をもっている。 

b 歌詞の内容と、音楽を形づ

くっている要素の働きを感

じて、表現を工夫している。 

c 表現したいことを伝えるた

めの歌唱の技能を身に付け

ている。 

観察等 

演奏発表 

ワークシート 

 
発音の仕方 

 

  

○ ○ 

 

歌詞の内容と音楽を

形づくっている要素

の関連の理解 

  

○ 

   

 

 

器楽 

<リコーダー> 

「さよなら」 

「喜びの歌」 

「オーラリー」 

「ハトと少年」 

「星に願いを」 

基礎的な奏法    

○ 

 a 楽曲にふさわしい音色を考

え表現することに、興味・関

心をもっている。 

b 曲想を生かして、主体的に

表現を工夫している。 

c 音色を意識し、表現したい

ことを伝えるための技能を

身に付けている。 

観察等 

演奏発表 

ワークシート 

音色を意識し、曲想

を生かした演奏 

 

○ ○   

鑑賞 

ESSENCE OF 

MUSIC 

「メリーさんの 

ひつじ」 

音楽を形づくってい

る要素の理解 

 

 

○ 

  

○ 

a 楽曲の特徴や表現上の効果

などに、興味・関心をもって

いる。 

d 音楽を形づくっている要素

と感じ取ったことを結び付け

て、特徴を言葉で表している。 

観察等 

ワークシート 

鑑賞 

音楽の歴史 

グレゴリオ聖歌 

～バッハ 

～モーツァルト 

～ベートーヴェン 

～シューベルト 

楽曲の歴史的背景と 

時代の特徴を理解 

（人間の生活と音楽

の関わり） 

 

○ 

   

 

a 時代の変化における音楽の

特徴に、興味・関心をもち、

積極的に感じ取っている。 

d 聴き取ったことと感じ取っ

たことを結び付けて、楽曲の

特徴を言葉で表している。 

観察等 

鑑賞の記録 

演奏形態や文化・歴史

の背景、音楽の諸要素

を根拠として、音楽

のよさを感受し、言

葉で表す 

 

○ 

  

○ 



１
学
期 

創作 簡単な曲をグルー

プで創作 

（指定されたリズ

ム・拍子・調性で、

歌詞のイメージに

合わせて） 

  

 

○ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

a イメージをもって創作するこ

とに興味・関心をもっている。 

b 表現したい音楽のイメージ

をもって、音楽の諸要素を工

夫して作曲している。 

c 音楽のイメージを表現でき

る技能を身に付けている。 

 

 

 

 

 

観察等 

演奏発表 

ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音楽を形づくって

いる要素を生か

し、表現を工夫 

 

 ○ ○ 

 

 

 

歌唱及び器楽で演奏

発表 

  

 

 

○ ○  

相互評価  
○    

２
学
期 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

歌唱 

鑑賞 

「Heidenröslein」 

（斉唱） 

ウェルナー作曲 

シューベルト作曲 

 

 

 

 

 

 

参考 

「世界の＜声＞」 

同じ歌詞による曲想

の違い 

  

○ 

 

  ○ 

a２曲の曲想の違いや、歌詞

の内容と音楽を形づくって

いる要素の関連に興味・関心

をもっている。 

b 曲想を把握して主体的に表

現を工夫している。 

c 曲想の違いを意識し、表現

したいことを伝えるための歌

唱の技能を身に付けている。 

ｄ２曲の違いや音楽を形づ

くっている要素を感じ取っ

ている。 

観察等 

ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察等 

ワークシート 

ドイツ語の発音の特

徴を生かして、歌詞

の内容に応じた表現

の工夫 

  

○ ○ 

 

発声や曲種の違いや

特徴 

 

○   ○ 

a 諸外国の音楽について、そ

れぞれの曲種や発声の特徴

に興味・関心をもっている。 

ｄ諸外国の音楽の特徴を理

解し、それらの価値を考え、

よさや美しさを味わって聴

いている。 

歌唱 

「大切なもの」 

「花鳥風月」 

「風が吹いてい

る」 (２部) 

歌詞の内容を理解 

 

 
○ 

   

 

a 二重唱のよさを感じ取り、

アンサンブルにおける表現

に興味・関心をもっている。 

b 二つのパートの役割や響き

の調和を意識しながら、創造

的に表現を工夫している。 

c 表現したいことを伝えるため

の歌唱の技能を身に付けている。 

観察等 

演奏発表 

ワークシート 

 

曲想にふさわしい表

現の工夫 

  

 
○ ○ 

 

 

二つのパートの役割

を理解 

 
○ 

 

 

 

 

 

 

二重奏における表現

の工夫 

  

 
○ ○ 

 



 

<リコーダー> 

「春」 

「贈る言葉」 

テクスチュアを意識  

○ 

 

 

 

 

 

 

 

a 表現したい内容を他者に伝

え、アンサンブルの活動に積

極的に参加している。 

b テクスチュアを意識して、

アンサンブルにおける表現

を工夫して演奏している。 

c 自分たちの表現したいこと

を伝えるための技能を身に

付けている。 

観察等 

演奏発表 

ワークシート 

 アンサンブルにおけ

る表現の工夫 

  

 

 
○ ○ 

 

歌唱・器楽・ 

鑑賞 

<三線> 

「さとうきび畑」 

歌詞の意味を理解  
○ 

  
○ 

a 沖縄音楽の文化的・歴史的

背景への関心を高めている。 

b 曲想を生かして、主体的に

表現を工夫している。 

C 三線の楽譜を理解し、基礎

的な奏法を身に付けている。 

d 沖縄音楽の特徴を捉え、そ

のよさを味わって鑑賞して

いる。 

 

観察等 

演奏発表 

ワークシート 

 

楽曲の背景と関わら

せた歌唱表現の工夫 

  

 
○ 

 

 

 

 

三線の楽譜を理解    
○ 

 

基礎的な奏法    
○ 

 

三線の文化的・歴史

的背景の理解 

 
○ 

   

沖縄民謡の歌唱法の

特徴を理解して鑑賞 

 
○ 

  
○ 

２
学
期 

鑑賞 

音楽の歴史 

ショパン 

～ヴェルディ 

～ワーグナー 

～チャイコフスキー 

～ドビュッシー 

～ストラビンスキー 

～シェーンベルク 

～バーンスタイン 

～ケージー 

楽曲の歴史的背景と 

時代の特徴を理解 

（人間の生活と音楽

の関わり） 

 

○ 

    

 

 

 

a 時代の変化における音楽の

特徴や、芸術文化について興

味・関心をもっている。 

d 聴き取ったことと感じ取っ

たことを結び付けて、楽曲の

特徴を言葉で表している。 

観察等 

ワークシート 

鑑賞の記録 

演奏形態や文化・歴史

の背景、音楽の諸要素

を根拠として、音楽

のよさを言葉で表す 

 

○ 

  

○ 

総合芸術の鑑賞 

 

 

○ 

  

○ 

３
学
期 

歌唱 

「Let’s search for  

Tomorrow」 

歌詞の内容を理解  
○ 

   a 自分たちの表現を、人に伝え

られるように演奏するというこ

とに興味・関心をもっている。 

b ハーモニーや、歌詞の内容

と音楽を形づくっている要

素の働きを意識して、創造的

に表現している。 

観察等 

演奏発表 

ワークシート 

 

音楽を形づくってい

る要素を理解 

  

 

 

 
○ 

 

表現の工夫   
○ 

  

伝えたいことをグルー

プで考察 

  

 
○ 

 

 

 



人に伝えるための、歌唱

の技能 

   
○ 

 c 表現したいことを伝えるため

の歌唱の技能を身に付けている。 

器楽<ギター> 

「聖者の行進」 

 

基礎的な奏法 

 

  

 

 

 ○ 

 a 各パートの役割を理解し、

ギターアンサンブルに興

味・関心をもっている。 

b 各パートにふさわしい表現

を工夫している。 

c 各パートにふさわしい表現

をするための技能を身に付

けている。 

観察等 

演奏発表 

ワークシート 

 
パートの役割を理解 

 

  

 

 

 ○ 

 

器楽アンサンブルの

演奏の工夫 

 

○ ○ 

  

※年間を通して全ての観点について評価することとなるが、学習内容の各項目において重点的に評価を行う観点 

（もしくは重みをつけ行う観点）について○を付けている。 


